
【研究のねらい】 

魅力ある私学の働き方
～ウェルビーイングを実現させるために～ 

【会  期】 令和 5年 8月 4日（金） 

【会  場】 ビジョンセンター品川〈東京都港区高輪 4-10-8 京急第 7 ビル〉

 （JR各線・京急本線「品川駅（高輪口）」徒歩 3 分）

【募集人数】 60名

【参加対象】 理事・事務局長・事務長等の事務管理職並びに校長・副校長・教頭・教務部長等の教育管理職 
※参加対象校は、都道府県私学協会加盟の私立中学校・高等学校・中等教育学校

【参 加 費】 18,000円（昼食費を含む） 

【プログラム】 

① 基調講演

〈演題〉 幸福学から紐解くウェルビーイング実現に向けた組織と職場環境づくり 

〈講師〉 前野 隆司 慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科教授 

② 講演
〈演題〉 私学における部活動のあり方を踏まえた教員の働き方改革について（仮） 

 ～経産省実証事業｢私学高等学校・中学校における部活動の新しいプラットフォーム(関学モデル) 

構築に向けて｣を通して～ 

〈講師〉 田澤 秀信 関西学院高等部副部長 

【日  程】 

※プログラム・内容は変更となる場合があります。

【照会先】 一般財団法人日本私学教育研究所 一般研修会担当 
〒102-0073 東京都千代田区九段北 4-3-8 市ヶ谷ＵＮビル 6階 
電話 03(3222)1621 FAX 03(3222)1683 ホームページ URL https://www.shigaku.or.jp/ 

近年の働き方改革推進に伴い、身体的・精神的・社会的に健康である状態を指す「ウェルビーイング」という

考え方が注目を集めており、さらには「スピリチュアルヘルス（魂の健康）」の重要性についても議論が進んでいる。 

 教職員のウェルビーイングが高まれば、その効果はやがて生徒達にも波及し、さらなる教育効果向上も期待

できるため、今後、私学ならではの魅力ある働き方を模索する上で、重要なキーワードといえよう。 

 当部会では、2名の講師を迎え、「ウェルビーイング実現に向けた組織と環境づくり」と「これからの部活動の

あり方」についての講演を行う。研究討議では、参加者が意見・情報交換を行い、最新情報と課題を共有する

ことで、私学全体のウェルビーイング実現を目指す機会としたい。 
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令和 5年度

全国私立中学高等学校 私立学校専門研修会 

法人管理事務運営部会
実施案内（速報） 

主催 一般財団法人日本私学教育研究所／後援 日本私立中学高等学校連合会 

当研修会実施案内・参加申込書は 3月に全国の私立中学校・高等学校・中等教育学校に郵送し、募集を開始します。 

◇当研修会開催にあたっては、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、参加者が安心して研修に臨めるよう、留意して対応します。また、

今後の感染状況によっては、やむをえず開催を中止、延期または研修内容を変更する場合があります。その際は、当研究所ホームページに

情報を掲載します。ご理解の程お願いします。
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【プログラム】 
【会場】ビジョンセンター品川 3 階｢301B｣  

9:00～ 

9:30 
◇受   付◇ 

9:30～ 

10:00 

◇開 会 式◇        司会 川本 芳久 一般財団法人日本私学教育研究所理事･事務局長 

１．開会 

２．主催者代表挨拶   吉田  晋 一般財団法人日本私学教育研究所理事長 

３．役員・専門委員紹介 

４．研修会運営方針説明 工藤 誠一 法人管理事務運営専門委員長 

５．日程説明 

６．閉式 

10:00～

11:30 

◇基 調 講 演◇           司会・講師紹介・謝辞 法人管理事務運営専門委員 

 演 題  ｢幸福学から紐解くウェルビーイング実現に向けた組織と職場環境づくり｣ 

 講 師  前野 隆司 慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科教授 

11:30～

12:30 
◇昼   食◇（情報交換会） 

12:30～

13:30 

◇研究討議Ⅰ◇     【会場】同 2階(｢202｣､｢203｣)/同 3 階(｢302｣､｢304｣､｢306｣） 

 テーマ 「ウェルビーイングを実現させる働き方とは（基調講演を受けて）」 

13:40～

15:10 

◇講   演◇                   司会・講師紹介・謝辞 法人管理事務運営専門委員 

演 題  ｢私学における部活動のあり方を踏まえた教員の働き方改革について(仮) 

     ～経産省実証事業『私学高等学校・中学校における部活動の新しいプラットフォーム 

(関学モデル)構築に向けて』を通して～｣ 

 講 師  田澤 秀信 関西学院高等部副部長 

15:20～

16:30 

◇研究討議Ⅱ◇     【会場】同 2階(｢202｣､｢203｣)/同 3 階(｢302｣､｢304｣､｢306｣） 

 テーマ 「これからの部活動のあり方について（講演を受けて）」 

 ※グループ及び会場は「研究討議Ⅰ」と同様 

16:30～

17:00 

◇閉 会 式◇        司会 川本 芳久 一般財団法人日本私学教育研究所理事･事務局長 

１．開式 

２．総括        工藤 誠一 法人管理事務運営専門委員長 

３．閉会挨拶      平方 行 一般財団法人日本私学教育研究所理事・所長 

※プログラムは変更になる場合があります。  
【研究討議の進行について】 

  ５グループに分かれ、研究討議Ⅰではグループ全体での討議、研究討議Ⅱでは小グループでの討議も交え、 

  各テーマについて参加各校の現状や課題等について意見交換を行います。(小グループでの司会は参加者に依頼します。) 

【基調講演 講師プロフィール】 

前野 隆司（まえの たかし） 慶應義塾大学大学院 

システムデザイン・マネジメント研究科教授  
 1984 年東京工業大学卒業、1986 年同大学修士課程修了。慶應義塾大学大学院システム

デザイン・マネジメント研究科教授兼同大学ウェルビーイングリサーチセンター長。

博士（工学）。キヤノン株式会社、慶應義塾大学理工学部等を経て現職。幸福学、

幸福経営学、イノベーションの研究・教育を行なっている。著書に、『ディストピア禍の

新・幸福論』（プレジデント社）、『ウェルビーイング』（日経文庫）、『幸せな職場の経

営学』（小学館）、『幸せの日本論』（角川）、『幸せのメカニズム 実践・幸福学入門』

(講談社現代新書)、『脳はなぜ「心」を作ったのか』(筑摩書房)など多数。 
 




